
令和 7 年度第 2 回 運営推進会議議事録 

（認知症対応型共同生活介護）  

事業所名（種別） 「ずいうんホームねりま」（種別：認知症対応型共同生活介護） 

所在地 練馬区高松 3-10-8 

開催日時 令和 7 年 7 月 11 日 金曜日  15：30  ～ 16：00  

開催場所 「ずいうんホームねりま」1 階フロア 

出席者内訳 利用者    0 名  

利用者家族  2 名 
O 様（看護小規模多機能型居宅介護）奥様・ 

K 様奥様 

民生委員・町会役員・

地域代表   
1 名 T 様（近隣住民） 

知見者 0 名  

練馬区・地域包括支

援センター職員    
1 名 小山様（介護保険課事業者運営推進係） 

事業所職員 3 名 
久保田（管理者）・田中（介護士）・土谷（介

護支援専門員） 

その他    0 名  

議題 
※別紙での説明がある

場合は、「別紙のとお

り。」と記載すること

で省略可能。 

１、はじめに 

（１）運営推進会議の意義 

（２）構成員の紹介 

２、利用者の構成（年齢、要介護度等） 

３、活動内容 

（１）行事 

（２）レクリエーション 

４、事故報告・ひやりハット 

（１）転倒事故 

５、地域連携の取組み 

（１）「高松にこにこ会」（高松地域づくりプロジェクト） 

６、意見交換 

報告内容 
※別紙での説明がある

場合は、「別紙のとお

り。」と記載すること

で省略可能。 

２、利用者の構成（年齢、要介護度等） 

（１）要介護 5：2 名・要介護 4：1名・要介護 3：3 名 

要介護 2：2名・要介護 1：1 名（区分変更申請中）・（合計 9 名） 

（２）最高齢：91 歳・最年少：66歳・男女比：4:5 

３、活動内容 

（１）行事 

・ラジオ体操・梅干し体操 

・「暴れん坊将軍」シリーズ一気見（最近の流行？） 

（２）行事 

・梅シロップ（6 月 26日） 

・七夕飾り（7 月 6 日） 

・おやつ「創作どら焼き」（7 月 8日） 

※喫茶（6月 16 日）は感染対策のため中止。次回は、7月 16 日。 

４、事故報告・ひやりハット 

（１）転倒事故 

ア、発生状況 

・ベッドから立ち上がろうとして柵に額をぶつける。 

イ、再発防止策 

・離床時は、ゆっくり行動するように声掛けをする。 

・すぐに本人を支えられる位置で見守りをする。 



 

・転倒リスクを点数化し、情報共有をする。 

５、地域連携の取り組み 

（１）「高松にこにこ会」（高松地域づくりプロジェクト） 

 ア、令和 7 年 6 月 19日 14 時 00分～ 

（ア）体操 

（イ）身体を使った楽しいゲーム 

イ、令和 7年 7 月 10 日（木）14時 00 分～ 

（ア）みんなで体操！ 

（イ）「歩容解教室」 

（２）児童との触れ合い 

学童クラブとの交流。8月も予定。 

６、意見交換 

（１） K 様奥様 

グループホームを見つけるまでが大変だった。主人はグループホームで穏

やかに過ごしている。面会もしやすい。 

（２）練馬区介護保険課事業者運営推進係 小山様より 

今年度から、運営推進係に異動してきた。それまでは、「ねりっこクラブ」

などの担当であった。聞いたことが無いイベントをたくさん行っているとい

う印象を持った。これからも続けて欲しい。 

出席者からの評価 ・少人数なのが良い。状態変化に対応してくれる（K 様（グループホーム）奥

様）。 

・多くのグループホームは女性が多く、男性は隅に追いやられると聞いてい

る。ここは男性が多く通いやすいと思う（T 様）。 

要望、意見および 

助言と事業所の回答 

・主人を病院に連れて行ってくれて助かった（O 様奥様）。 

 ←様子を見て受診を進め、病気を発見できた。これからも状態確認は怠ら

ない（久保田）。 

・私たちは、介護をどうやってしたら良いか分からないという不安がある。

そんな中で、その気持ちを受け止めてくれる、話を聞いてくれる。とてもあ

りがたい（O様奥様）。 

・こういう施設ができて心強い。家族も安心だと思う。地域とのつながりも

重要だと思う（T 様） 

←今後も、ご本人の意思を尊重しながら生活のお手伝いをして、家族を安

心させたい。地域との交流も深めていく。 

その他 なし 

次回の開催予定 日時：令和 7 年 9 月 11 日 木曜日 15：00  ～  16：00 

場所：「ずいうんホームねりま」 

※グループホームとの合同開催 


